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二

条

家

俳

諧

―
―

『
二
条
家
御
俳
諧
記
』
の
翻
刻
と
考
察
―
―

は

じ

め

に

（
１
）

寛
政
二
年
九
月
五
日
に
、
二
条
家
俳
諧
は
始
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
二
条
家

に
よ
る
俳
諾
免
許
と
い
う
、
俳
諸
史
上
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

私
は
、
平
成
七
年

一
月
十
五
日
、
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
に
お
い
て

「
二

条
家
俳
諾
」
と
題
し
て
講
演
を
行

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
内
容
は
、
現
在
知
ら
れ

る
と
こ
ろ
の
資
料
を
た
よ
り
に
、
二
条
家
俳
諸
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
、
会

の
次
第
を
把
握
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
際
、
主
た
る
資
料
と

し
て
、
石
田
元
季
氏
が
俳
句
雑
誌

『
ひ
む
ろ
』
昭
和
十

一
年
二
月
号
に

「寛
政

二
年
の
二
条
家
俳
諧
」
翁
俳
文
学
考
察
』
に
も
所
収
）
と
し
て
紹
介
し
て
い
る

も
の
を
参
照
し
た
。
そ
の
論
考
の
中
で
石
田
氏
は
、
四
点
の
資
料
を
翻
刻

・
紹

介
し
て
い
る
。
コ
一条
家
御
俳
諧
記
』
翁
水
口
豊
次
郎
氏
蔵
」
と
あ
る
）
と
い
う

書
物
に
記
載
さ
れ
て
い
る
月
居
宛
免
状
と
其
成
宛
免
状
、
ま
た

「
二
条
御
殿
中

興
御
俳
諾
之
式
」
と
い
う
覚
書
、　
コ
一条
殿
中
興
御
俳
諧
之
御
料
理
之
次
第
」

と
い
う
書
付
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
り
、
初
会
の
様
子
は
か
な
り
詳
細
に
窺
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
氏
が
紹
介
し
た
こ
れ
ら
の
資
料
の
所
在
は
、
現
在

不
明
な
の
だ
が
、
そ
の
う
ち

『
二
条
家
御
俳
譜
記
』
は
、
石
田
氏
が
参
照
し
た

も
の
の
写
本
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
、
佐
賀
大
学
の
口
中
道
雄
氏
よ

富

田

志

津

子

り
御
教
示
を
受
け
た
。
大
阪
女
子
大
学
附
属
図
書
館
山
崎
文
庫
に
あ
る

『
二
条

家
御
俳
諸
記
』
が
そ
れ
で
、
水
口
氏
蔵
本
の
写
本
で
あ
る
。
二
条
家
俳
諸
を
知

る
貴
重
な
資
料
な
の
で
、
以
下
に
翻
刻
し
、
他
の
資
料
と
併
せ
て
考
察
を
加
え

た
い
。

一
、
翻
刻

『
二
条
家
御
俳
諾
記
』

書
誌
は
、
写
本

一
冊
。
大
き
さ
　
縦
二
七

・
〇
セ
ン
チ
、
横

一
九

。
一
セ
ン

チ
。
本
文
八
丁
。
題
嬢

「
二
條
家
御
俳
諸
記
」
と
あ
る
。
扉
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
二
条
家
御
俳
諸
記
御
書
林

　

　

菊
舎
太
兵
衛

当
時

町郵
勤
Ｊ谷

戊
年
七
十

一
オ

御
知
事

　
望
″
其
成
　
　
　
謹
識

其
篤

原
本
は
、
御
俳
諧
書
林
で
知
事
も
務
め
た
其
成

（菊
舎
太
兵
衛
）
と
そ
の
息

の
其
篤

（
同
彦
兵
衛
）
の
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
序
祓
は
な
く
、
記
録
を

書
き
継
い
で
途
中
で
終
わ

っ
て
い
る
感
が
あ
る
。
奥
書
は

「本
文
八
枚
　
昭
和



十
六
年

一
月
　
東
京
水
口
豊
次
郎
氏
手
写
本

ニ
ヨ
ル
」
と
あ
り
、
水
口
氏
蔵
本

を
山
崎
喜
好
氏
が
写
し
た
も
の
ら
し
い
。
印
記
は
、

「
大
阪
女
子
大
学
図
書
」

「
山
崎
文
庫
」
の
ほ
か
に
、　
コ
一条
家
図
書
記
」
の
印
が
、
墨
書
で
模
写
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
本
文
中
に
は
、
文
字
の
訂
正
や
、
傍
点
が
随
所
に
施
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
は
書
写
者

（
山
崎
氏
か
）
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

凡
例○
句
読
点
、
濁
点
は
、
私
に
施
し
た
。

○
漢
字
は
、
通
行
の
字
体
に
統

一
し
た
。

○
助
詞
の
カ
タ
カ
ナ
は
、
ひ
ら
が
な
に
変
え
た
。
し
か
し
、
漢
文
中
の
カ
タ

カ
ナ
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

○
本
文
中
文
字
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
場
合
、
訂
正
さ
れ
た
文
字
を
翻
刻
し
た
。

○
本
文
中
の
傍
点
は
、
原
本
に
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
省
い
た
。

二
条
家
御
俳
詰
記

二
条
家
御
俳
諧
記

俳
諸
之
達
者
中
興
之
器
也

亘
為
此
道
右
方
宗
匠

一［疇日‐‐一御朱印

年
号
　
　
　
　
　
　
津
幡
民
部
少
輔
兼
伊
予
守
藤
慇
秦マ
爆

以
下
同
じ
）

隠
岐
刑
部
少
輔
兼
下
総
守
藤
原
広
明

暁
台
は
左
方
と
有
。
外
は
宣
為
此
道
宗
匠
。

仁
軒
一
型

蛸

「

賄

九

月

三

日

　

御

目

通

被

為

　

仰

付

候

同
四
日
、
於
円
山
端
寮
習
礼
あ
り
。
諸
太
夫

騨
端
嗽
両
家
出
席
。
五
日
、
暁
台

潮

。 御
』
機
動
い
ｒ
『
雌
軸
珠
臥
（
匠
壕
利
為
牌
輛
曲
闘
ｔ
嗜
摯
筆
癬
い
は
た 。
嘲
『
』

挙
主
事
を
被
命
。
香
元
恰
泉
。
各
免
許
服
、
萌
黄
水
干

。
浅
黄
さ
し
ぬ
き

。
風

折
烏
帽
子
。
此
時
、
菊
舎
太
兵
衛
に
御
俳
諮
書
林
を
命
じ
給
ふ
。
此
御
会
に
、

御
書
林
当
時

御
知
事

抑
二
条
家
御
俳
諧
の
は
じ
め
は
、
寛
政
二
戊
年
、
尾
張
久
村
暁
台

・
京
江
森
月

居
を
被
召
出
、
は
じ
め
て
左
方
右
方
の
宗
匠
を
命
じ
給
ふ
。
免
状
を
給
る
。
左

の
ご
と
し
。

菊
舎
大
兵
衛

寺
町
御
池
上

ル
丁

戊年一脚
蛤
彦
兵
衛

男
隷詢　謹誠

連
衆
へ
被
下
候
御
免
状
左
の
ご
と
し
。

大
広
奉
書

一
，

折

御
星
印

京
師
田
中
保
教
号

其
成
昴
俳
諧
執
心

御
当
家
御
俳
諧
衆

被
差
加
候
侯
依



台
命
免
状
如
件

津
幡
民
部
少
輔
秦
古

寛
政
二
年
九
月
五
日

隠
岐
下
総
守広
明

続
い
て
播
磨
青
藉

。
京
東
山
高
桑
関
更
、
被
召
出
蒙
宗
匠
免
許
。
同
十
月
十
六

日
、
青
薙
御
会
を
勤
。
執
筆
百
池

・
臥
英
、
主
事
、
香
元
秋
歩
。
同
十
七
日
、

聞
更
御
会
を
勤
む
。
執
筆
臥
央

。
百
池
、
主
事
明
挙
、
香
元
秋
歩
。
宗
匠
二
子

御
免
許
服
、
桔
梗
さ
む
服

。
自
指
貫

・
烏
紗
巾
。
此
冬
、
月
居
吹
挙
に
よ

っ
て
、

和
泉
佐
野
右
稲
、
蒙
宗
匠
免
許
。
免
許
服
、
朽
葉
色
水
千

。
自
指
貫

・
風
折
烏

帽
子
。
御
会
を
不
勤
し
て
文
化
十
四
年
丑
六
月
十
五
日
、
亡
ず
。
寛
政
三
亥
年

正
月
、
暁
台
御
初
懐
紙
を
勤
。
此
年
六
月
十
七
日
、
青
羅
亡
ず
。
明
四
子
年
正

月
十
日
、
暁
台
亡
ず
。
此
年
、
閲
更
初
懐
紙
を
勤
。
此
日
後
座
、
発
句
合
御
興

あ
り
。
綽
緒
湖
嬬
執
筆
百
池
、
此
時
、
主
事
明
挙
亡
じ
て
、
は
じ
め
て
其
成
主
事

を
被
命
勤
む
。
寛
政
五
年
丑
四
月
に
芭
蕉
に
正
風
宗
師
を
御
追
号
下
さ
れ
、
且

御
額
フ
御
寄
附
被
遊

岬
餞
紳
螢
」
東
ニ
ケ
所

へ
給
る
。
且
御
獅
ぽ

・
御
幕
、
御
寄

付
。
御
朱
印
左
の
ご
と
し
。

夫
俳
諧
者
和
歌
之
流
而
協
和
人
情
匡
正
風
俗

国
家
治
教
之

一
助
也
然
近
世
雅
変
風
降
遂

失
匡
和
之
道
芭
蕉
翁
桃
青
発
憤
焦
思
復

風
於
古
正
雅
於
今
実
斯
道
之
聖
也
今
姦

寛
政
癸
丑
之
歳
当
脱
履

一
百
之
紀
柳
擬

褒
飾
之
箕
扁
額
霊
室
日
正
風
宗
師
鳴
呼

翁
復
起
正
風
宗
師
百
世
何
其
業
之
広

其
徳
之
高
也
今
奉
　
公
命
謹
告
之
霊
述

台
旨
以
伝
後
業
者

寛
政
五
年
四
月
　
　
　
正
五
位
下
行
民
部
少
輔
兼
伊
予
守
藤
原
朝
臣
秦
古

従
五
位
下
行
右
兵
衛
少
尉
兼
下
総
守
藤
原
朝
臣
広
明

御
朱
印

於
義
仲
寺
正
風
宗
師
百
回
忌
修
行
追
福
の
御
詠
を
給
ふ

旅
寝
し
つ
る
道
年
ノ
ヽ
の
茂
か
な
　
御

開

（
更
蜘
球
香
を
勤
む
。
執
詠
使
月
居
、
重
厚
宗
匠
蒙
免
許
、
宗
匠
を
勉
む
。
読

師
臥
英
、
御
執
筆
、
百
池
病
る
こ
と
の
あ
り
て
五
芳
代
を
勤
む
。
主
事
其
成
、

補
助
白
黛
、
参
衆
玉
暦

・
右
稲
、
其
外
免
許
之
人
々
出
席
す
。

寛
政
五
年
四
月
十
二
日
午
刻

正
風
宗
師

一
百
回
遠
忌
俳
譜
会
次
第

先
参
衆
着
便
宜
之
所

次
行
香
者
進
　
影
前
置
香
燎

次
御
代
拝
　
再
拝

次
宗
匠
着
円
座
　
影
前
左

次
召
文
台
　
主
事
行
之
置
堂
之
中
央
向
影
前

次
召
人
々
之
懐
紙
、
随
次
進
之
薩
姿
融
鍾
壺
散
齢
之
上
以
句
之
下

次
召
読
師

次
参
衆
着
席

次
講
之
各
二
返
以
下
坐
為
光
読
名
号
時
其
人
平
臥

次
講
師
退
坐



次
主
事
取
文
台
而
退

次
行
香
者
進
而
建
香

次
主
事
取
別
之
文
台
、
置
之
近
影
前
置
之

次
執
詠
使
着
円
座
膨
飾
セ
右

次
講
師
再
着
坐

次

講

之

一一反

各
平
伏

次
主
事
進
講
師
取
　
御
懐
紙
授
之

次
退
出
自
下
座
起

未
剋
中
興
正
式
百
韻
興
行

式
法
如
恒
例
但
於
影
前
読
上
之

寛
政
五
丑
年
四
月
十
三
日
、
関
更
御
初
懐
紙
を
勤
。
執
筆
百
池
、
主
事
其
成
勤
。

同
四
月
十
四
日
、
玉
暦
青
羅
の
後
を
命
ぜ
ら
れ
、
は
じ
め
て
花
御
会
を
動
。
免

許
服
朽
葉
色
散
服

。
白
指
貫

・
烏
紗
巾
。
執
筆
百
池
、
主
事
其
成

・
五
芳
つ
と

む
。
明
六
寅
年
三
月
十
五
日
、
開
更
御
初
懐
紙
を
勤
。
十
六
日
、
玉
暦
花
御
会

を
勤
。
執
筆
百
池
、
主
事
如
鏡
。
同
十
戊
年
五
月
三
日
、
聞
更
亡
ズ
。
大
坂
二

柳
宗
匠
蒙
免
許
、
御
懐
紙
を
奉
り
て
御
会
を
不
動
し
て
、
享
和
四
子
年
正
月
十

八
日
亡
ズ
。
此
間
十
六
年
中
絶
。
文
化
八
未
年
、
月
居
、
其
成
取
次
を
以
て
再

興
を
願
ふ
。
御
聞
済
あ
り
て

観
稲
鋼
櫛
麟
畝
ず
御
用
人
取
次
に
て
鮒
鞠
給
る
。
四

月
六
日
安
井
前
平
野
屋
に
お
ゐ
て
習
礼
あ
り
。
翌
七
日
、
御
目
通
為
仰
付
、
御

初
懐
紙
を
勤
む
。
御
纏
頭
真
綿
拝
領
す
。
執
筆
百
池
、
主
事
鵞
少
、
香
元
素
蛤
。

同
日
、
玉
暦
花
御
会
を
勤
。
執
筆
百
池
、
主
事
其
成
、
香
元
真
菅
。
翌
八
日
、

蒼
虹
、
開
更
の
後
を
命
ぜ
ら
れ
、
初
て
御
会
を
勤
。
服
は
関
更
に
准
ず
。
執
筆
、

葦
笠
、
百
池
の
甥
た
る
を
以
て
、
御
執
筆
を
勤
む
。
主
事
其
成
、
香
元
千
崖
。

両
宗
匠
と
も
、
御
目
通
被
為
仰
付
。
拝
領
物
等
月
居
に
同
じ
。
此
時
、
連
衆

ヘ

被
為
下
候
御
短
冊
を
中
厚
紙
に
つ
ヽ
み
、
御
書
付
左
の
ご
と
し
。
ニ
ツ
に
折
、

又
三
ツ
に
折
。

今
日
　
集
会
殊
勝
之
事
候

例
而
為
褒
詞
短
冊

一
枚

下
賜
之
候
松
波
大
舎
人
頭
囮
Ш

辛
未
夏
　
河
野
　
隼
人
正
閥
□

河
野
　
大
炊
頭
面
囲

其
成

士
朗
、
暁
台
の
後
を
命
ぜ
ら
れ
た
れ
ど
も
、
御
会
不
勤
し
て
、
文
化
九
年
申
五

月
十
六
日
、
亡
ず
。
此
間
又
六
年
中
絶
す
。
文
政
元
寅
年
四
月
十
九
日
、
玉
屑

御
会
を
勤
。
執
筆
百
池
、
主
事
其
成
代
茂
推
、
香
元
静
后
。
同
翌
年
卯
年
四
月

十
九
日
、
玉
暦
花
御
会
を
勤
。
此
時
、

（
烏

マ頂
Ｔ

朗百
馳
門
人
と
な
り
て
御
執
筆
を

勤
。
主
事
其
成
、
香
元
南
路
。
此
御
会
、
士
明
被
免
許
、
萌
黄
水
千

。
浅
黄
指

貫

。
風
折
烏
帽
子
。
此
時
連
衆

へ
被
下
候
免
状
、
檀
紙
ニ
ツ
折
に
し
て
、
文
面

左
の
ご
と
し
。

江
州
日
野

矢
野
新
右
衛
門

俳
名
士
朗

今
度
俳
諾
之
集

会
珠
勝
之
事

二
候
自
今

後
会
之
節
必
可
有
伺

候
者
也

文
政
二
年
四
月

御
朱
印

副
言

今
般
百
韻
之
席

一
入

御
喜
色
卜
例
而
如
旧
例
別
紙

下
賜
之
候
猶
以
此
道
益
可

被
相
励
様
と
の
御
事
也

四
月
十
九
日
　
森
頭
長
門
介

缶
載
酬

士
明
方



此
間
又
四
年
中
絶
す
。
文
政
七
申
年
、
江
戸
何
丸
、
蒼
虹
以
取
次
蒙
宗
匠
免
許
。

四
月
十
四
日
、
時
鳥
御
会
を
勤
悧
醜
麒
灘
。
真
綿
拝
領
す
。
免
許
服
。
此
時
、
玉

暦

（
九
訓
ユ
％
駒
散
棚
稀
せ
ず
。
烏
頂
に
付
て
素
童
御
執
筆
補
助
す
。
其
成
に
付

て
国
醒
御
主
事
補
助
す
。
香
元
夙
也
。
今
度
、
宗
匠
免
状
左
の
ご
と
し
。

同
四
月
十
五
日
、
蒼
虹
花
御
会
を
勤
餓
蜘
難
疇
出一贅
ｏ
執
筆
烏
頂
、
知
事
其
成

・

国
醒
、
香
元
和
敬
。
文
政
八
酉
年
八
月
十
二
日
、
玉
暦
月
御
会
を
勤
む
。
真
綿

拝
領
す
。
御
宿
題
月
、
御
執
筆
烏
頂
亡
じ
て
杜
蓼
勤
む
。
免
状
を
給
ふ
。
知
事

其
成
。
こ
と
し
国
醒
亡
ず
。
香
元
南
路
。

百
韻
之
会
席
無
怠
慢
出
題

為
殊
勝
之
間
　
今
般
執
筆

可
令
勤
仕
之
条
　
如
件

文
政
八
乙
酉
年
　
森
頭
左
近
衛
尉

八
月
　
　
　
　
杜
蓼
方

本
文
八
枚

昭
和
十
六
年

一
月

東
京
水
口
豊
次
郎
氏

手
写
本

ニ
ヨ
ル

二
、
二
条
家
俳
諾
と
い
う
儀
式

『
二
条
家
御
俳
諧
記
』
は
、
二
条
家
俳
諮
初
会
に
関
す
る
記
事
で
始
ま
る
。

二
条
家
よ
り
下
さ
れ
た
免
状
が
写
さ
れ
、
会
の
当
日
ま
で
の
手
続
き
や
免
許
服

等
の
記
載
も
あ
る
。
二
条
家
主
宰
の
俳
諸
が
ど
れ
ほ
ど
儀
式
化
さ
れ
て
い
た
の

か
、　
一
般
の
俳
諸
の
会
と
異
な
る
の
か
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
に
、

他
の
資
料
も
併
せ
て
、
初
会
の
次
第
を
追

っ
て
み
た
い
。

関
係
す
る
資
料
を
あ
げ
る
と
、
前
述
の
石
田
氏
紹
介
の
も
の
以
外
に
、
天
理

図
書
館
綿
屋
文
庫
の

『銅
駐
御
殿
御
俳
諧
名
録
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
其
成
と

そ
の
後
の
知
事
が
書
き
継
い
だ
、
二
条
家
俳
諸
の
連
衆
の
名
録
で
、
執
筆
や
香

元
等
の
役
人
名

も

わ

か

る
。
ま
た
柿
衛
文
庫
の

『
二
条
家
御
中
興
御
殿
之
俳

諾
』

『
銅
駐
御
殿
御
俳
諸
　
其
二
』
は
、
し
ば
し
ば
執
筆
を
務
め
た
百
池
の
記

録
し
た
も
の
で
、
当
日
の
連
句
を
書
き
留
め
て
い
る
。
さ
ら
に
神
沢
杜
口
が
、

随
筆

『翁
草
』

（
寛
政
四
序
）
に
お
い
て
、
二
条
家
俳
譜
初
会
に
関
す
る
記
事

を
書
い
て
い
る
。
俳
席
の
見
取
り
図
と
百
韻
、
そ
し
て
二
条
家
俳
諾
に
関
す
る

批
判
記
事
で
あ
る
。
尾
張
津
島
の
俳
人
堀
田
木
吾
の
随
筆

『俳
事
随
筆
』
に
も
、

二
条
家
俳
諧
に
関
す
る
暁
台
の
書
簡
や
当
日
の
俳
席
の
図
を
収
め
て
い
ぉ
¨
こ

れ
ら
の
随
筆
は
、
初
会
に
近
い
時
期
の
も
の
で
あ
り
、
興
味
深
い
。

さ
て
、
初
会
の
行
わ
れ
た
寛
政
二
年
と
い
う
と
、
芭
蕉
百
回
忌
を
三
年
後
に

控
え
た
時
期
で
あ
る
。
当
時
の
二
条
家
当
主
は
治
孝
で
、
こ
の
年
は
左
近
衛
大

将
、
翌
年
か
ら
右
大
臣
に
な

っ
て
い
る

（『俳
譜

一
覧
集
』
等
で

「
二
条
左
大

臣
」
と
あ
る
の
は
、
治
孝
が
寛
政
九
年
に
左
大
臣
に
な
り
、
文
化
十

一
年
ま
で

長
く
在
任
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
銘
）連
衆
は
、
　
二
条
家
の
者
を
別
に

す
る
と
、
宗
匠
を
含
め
て
三
十
五
名
で
あ
る
。
そ
の
内
、
宗
匠
は
暁
台
、
脇
宗

匠
は
月
居
、
執
筆
は
臥
央

・
五
周

。
百
池
の
三
名
で
当
番
は
臥
央
、
主
事
に
明



挙
、
香
元
が
恰
泉
で
あ

っ
た
。
脇
宗
匠
、
主
事
、
香
元
は
、　
一
般
の
俳
諧
で
は

置
か
れ
な
い
し
、
執
筆
が
三
名
い
る
と
い
う
の
も
異
例
で
あ
る
。
こ
の
も
の
も

の
し
さ
は
、
二
条
家
俳
諧
ゆ
え
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『翁
草
』
所
収
の
百
韻
に
は
、
連
衆
に
肩
書
き
が
付
い
て
お
り
、
出
身
地
が

わ
か
る
。
そ
れ
を
み
る
と
尾
張
の
者
が
多
い
。
つ
ま
り
暁
台
が
自
分
の
門
人
を

率
い
て
参
加
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
尾
張
以
外
で
は
、
地
元
の
京
、
大
津
な

ど
の
俳
人
が
召
さ
れ
て
い
る
。

『
二
条
家
御
誹
雛
記
』
で
は
、
脇
宗
匠
月
居
と
其
成
に
対
し
て
出
さ
れ
た
免

状
を
あ
げ
て
い
る
。
免
状
に
署
名
の
あ
る
藤
原
泰
古
と
藤
原
広
明
は
、
二
条
家

御
み
す

出
　
御

御
透
見

の
諸
大
夫
で
あ
る
。
宗
匠
も
連
衆
も
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
免
状
を
も
ら
う
の
で
あ
る
。

そ
の
か
わ
り
に
御
館
入
御
賄
金
を
献
じ
た
。
暁
台
と
月
居
は
「
金
三
十
両
献
ず
」

と
あ
る
。
九
月
三
日
に
御
目
通
り
が
あ
り
、
免
状
は
そ
の
際
に
下
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
翌
四
日
に
円
山
端
寮
で
習
礼
、
そ
し
て
五
日
に
俳
譜
が
行
わ
れ
た
。

二
宗
匠
の
免
許
服
は
紫
水
干
、
自
指
貫
、
風
折
烏
帽
子
で
、
執
筆
ら
役
人
の

免
許
服
は
、
萌
黄
水
千
、
浅
黄
指
貫
に
風
折
烏
帽
子
で
あ
る
。
免
許
服
は
、
免

状
を
戴
く
際
に
着
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
が
、
会
の
当
日
の
服
装
は
ま
た

異

っ
て
い
る
。

『俳
事
随
筆
』
所
収
の
俳
席
の
図
を
次
に
掲
げ
る
。

景鵞 
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俳
席
の
図
を
見
る
と
、
二
条
家
当
主
の
席
は
、
正
面
の
御
簾
の
奥
で
あ
る
。

床
の
間
は
御
簾
の
脇
に
あ
り
松
の
画
が
掛
か
っ
て
お
り
、
そ
の
前
に
は
香
盆
が

置
か
れ
て
い
る
。
床
の
前
が
宗
匠
の
席
で
、
脇
宗
匠
が
そ
れ
に
続
く
。　
一
般
の

俳
諧
で
貴
人
の
座
と
す
る
位
置
は
、
御
名
代
の
席
に
な

っ
て
い
る
。
御
所
様

。

若
御
所
様
御
名
代
の
出
座
は
勿
論
異
例
の
こ
と
で
あ
り
、
先
の
二
条
家
諸
大
夫

藤
原
泰
古
と
同
広
明
が
こ
れ
を
務
め
た
。
連
衆
の
不
木
が
御
名
代
の
次
に
並
ん

で
い
る
の
は
、
彼
も
高
貴
の
身
分
の
者
で
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
二
間
続
き

の
次
の
間
に
は
連
衆
と
役
人
が
座
る
が
、
三
人
の
執
筆
の
う
ち
当
番
の
臥
央
は
、

付
合
が
始
ま
る
前
に
宗
匠
の
側

へ
着
く
。
連
衆
は
、
宗
匠
の
側
の
上
座
に
暁
台

の
高
弟
で
あ
る
士
朗
、
桃
睡
が
お
り
、
向
か
い
の
列
の
上
座
に
は
、
暁
台
の
問

弟
で
名
古
屋
の
観
福
寺
上
人
素
外
と
同
じ
く
公
蓮
寺
上
人
羅
城
が
い
る
。
そ
し

て
以
下
に
連
衆
が
座
る
。

こ
の
図
で
見
る
と
、
会
当
日
の
宗
匠
や
連
衆
の
服
装
は
免
許
服
と
は
異
な
る
。

宗
匠
暁
台
の
服
装
は
無
紋
狩
衣
、
脇
宗
匠
の
月
居
は
桔
梗
散
服
烏
紗
巾
、
士
朗

が
蘇
芳
散
服
、
執
筆
と
執
事

（主
事
）
が
興
斗
日
長
峠
、
香
元
と
不
木

・
桃
睡

が
奥
斗
目
半
峠
、
あ
と
の
連
衆
は
状
紗
半
峠
、
ま
た
末
座
の
桃
里
と
弁
二
は
十

徳
白
衣
で
あ
る
。
素
外
と
羅
城
の

「官
服
」
と
は
僧
衣
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し

て
見
る
と
席
や
服
装
は
身
分
の
上
下
に
よ
り
細
か
く
区
別
さ
れ
、
順
列
が
つ
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
本
来
の
俳
諧
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

暁
台
の
狩
衣
姿
は

『新
姑
射
文
庫
』

（曽
洛
編
、
文
政
元
）
所
載
の
も
の
が

あ
る
。
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
俳
諮
師
が
狩
衣

・
烏
帽
子
を
つ
け
て
二
条
家
に
参
殿
す
る
、
と

い
う
事
態
は

一
部
の
人
間
の
目
に
は
滑
稽
に
映

っ
た
に
違
い
な
い
。
現
に
上
回

秋
成
に
、

「俳
諸
師
の
あ
た
ま
に
、
烏
帽
子
が
と
ま
れ
ば
…
…
」

（
『病
癖
談
』

文
政
五
刊
）
と
椰
楡
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
石
田
氏
が
前
掲
の
論
考
で
紹
介
し
て
い
る

「
二
条
御
殿
中
興
御
俳

諮
之
式
」
は
会
の
次
第
、　
コ
一条
殿
中
興
御
俳
諸
之
御
料
理
之
次
第
」
は
会
席

の
料
理
の
献
立
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
会
の
流
れ
の
詳
細
が
把
握
で
き
る
が
、

両
者
と
も
現
在
は
所
在
不
明
で
あ
る
。　
コ
一条
御
殿
中
興
御
俳
諾
之
式
」
を
石

田
氏
の
翻
刻
そ
の
ま
ま
に
、
次
に
あ
げ
る
。

寛
政
二
年
庚
戊
九
月
五
日
正
巳
之
刻
参
殿

両
奉
行
与
宗
匠
三
之
間
御
発
句
御
短
冊
被
下
之

『新姑射文庫』



次
御
料
理
被
下
之
由
執
次
仰
之

次
座
次
別
出
之
退
出

次
香
元
進
御
簾
前
点
香
退
出

次
御
執
筆
御
文
台
御
床
前
飾
付
退
出

次
出
御

次
宗
匠
以
下
連
衆
出
座

次
執
次
出
座
之
由
告
御
名
代

御
名
代
出
座
各
平
伏

次
宗
匠
召
御
執
筆

次
奉
御
香

次
執
事
御
懐
紙
乗
御
文
台
持
出

重
硯
上
座
賦
之

次
発
声
御
発
句
各
平
伏
以
下

正
式
如
法
名
残
之
花
宗
匠
自
執
次
御
付
句
ト

申
執
次
進
御
名
代

広
明
座
前
由
ヲ
申
承
而
句
フ
附
復
命

御
名
代

一
揖
揚
句
畢
以
下
如
此

次
御
執
筆
進
御
簾
前
而
清
吟
以
下
如
法

次
御
式
畢
之
由
宗
匠
申
之

次
御
名
代
御
挨
拶
執
次
退
出

自
下
座
退
出

こ
れ
に
よ

っ
て
当
日
の
会
の
次
第
を
た
ど
る
と
、
巳
の
刻

（午
前
十
時
頃
）

に
参
殿
、
宗
匠
は
三
之
間
で
奉
行
か
ら
二
条
家
当
主
の
発
句
を
認
め
た
短
冊
を

賜
る
。
た
だ
し
発
句
は
前
も

っ
て
知
ら
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
次
に
別
の
間
で

料
理
を
い
た
だ
く
。　
コ
一条
殿
中
興
御
俳
諸
之
御
料
理
之
次
第
」
に
よ
る
と
、

料
理
は
二
の
繕
ま
で
あ
り
、
料
理
、
薄
茶
の
後
、
御
酒
と
肴
も
出
る
。
現
代
の

茶
懐
石
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
一
般
の
連
句
会
で
は

「粗
食
粗
茶
あ

る
に
ま
か
せ
よ
。
酒
乱
に
及
事
な
か
れ
」

（『連
俳
古
式
』
文
化

一
一
刊
、
枇
杷

堂
版
」
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
こ
の
よ
う
な
会
席
料
理
の
つ
く
連
句

会
と
い
う
の
は
稀
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

食
事
が
終
わ
る
と
、
席
入
り
し
て
俳
諧
が
始
ま
る
。
ま
ず
香
を
焼
き
、
文
台

を
飾
り
付
け
て
、
二
条
家
当
主
の
出
御
と
な
り
、
次
に
連
衆
が
出
座
す
る
。
御

名
代
の
出
座
は
そ
の
後
で
あ
る
。　
コ
一条
御
殿
中
興
御
俳
諧
之
式
」
で
み
る
か

ぎ
り
、
俳
筵
の
次
第
や
付
合
の
や
り
と
り
は
、
通
常
の
俳
諸
と
大
き
な
相
違
は

な
い
。
御
名
代
の
出
座
で
平
伏
、
当
主
の
発
句
が
読
み
上
げ
ら
れ
て
平
伏
、
と

貴
人
の
出
御
を
仰
い
で
い
る
分
、
煩
墳
に
な

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
名
残
の

花
の
句
は
御
名
代
の
広
明
が
付
け
て
い
る
。
百
韻
が
満
尾
す
る
と
執
筆
の
吟
声

は
御
簾
前
で
行
う
。
そ
の
後
、
宗
匠
が
式
の
終
わ
り
を
告
げ
、
ま
ず
御
名
代
が

退
出
、
以
下
連
衆
の
退
出
で
会
は
終
了
す
る
。
二
条
家
当
主
の
退
出
が
書
か
れ

て
い
な
い
が
、
連
衆
全
員
の
出
座
を
見
届
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

料
理
が
出
さ
れ
、
貴
人
が
同
席
し
、
役
人
の
多
い
物
々
し
い
会
で
は
あ
る
。

し
か
し
会
式
自
体
は
一
般
の
作
法
を
守

っ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
折
の
百
韻
は
、
前
述
の
資
料
以
外
に
も
、

『蕉
間
中
興
俳
諾

一
覧
集
』

（
ノ
左
編
、
文
久
三
序
）
等
多
く
の
記
録
、
随
筆
等
に
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。

作
品
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。

三
、
二
条
家
俳
諸
の
意
義

前
章
に
お
い
て
は
、

『
二
条
家
御
俳
諧
』
と
他
の
資
料
を
併
せ
て
、
二
条
家

俳
諧
の
初
会
の
あ
り
方
を
考
察
し
た
。
し
か
し
同
書
は
、
初
会
の
こ
と
だ
け
で

な
く
、
以
後
の
二
条
家
俳
諧
に
つ
い
て
も
書
き
継
い
で
い
る
。
二
条
家
俳
諧
の



そ
の
後
に
つ
い
て
も
多
く
の
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
私
見
を
述
べ

た
い
。
初
会
に
続
く
記
事
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「続
い
て
播
磨
青
羅

。
京

東
山
高
桑
羅
更
、
被
召
出
蒙
宗
匠
免
許
。
同
十
月
十
六
日
、
青
羅
御
会
を
勤
。

執
筆
百
池

・
臥
央
、
主
事

（名
前
脱
文
、
明
挙
）
、
香
元
秋
歩
。
同
十
七
日
、
開

更
御
会
を
勤
む
。
執
筆
臥
央

。
百
池
、
主
事
明
挙
、
香
元
秋
歩
。
」
つ
ま
り
、
初

会
の
ひ
と
月
余
り
後
、
十
月
十
六
日
と
十
七
日
に
第
二
回
第
三
回
が
続
い
て
行

わ
れ
た
の
で
あ
る
。
初
会
か
ら
第
三
回
ま
で
は
、
当
初
よ
り
計
画
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
そ
の
主
導
権
は
誰
が
握

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
条
家
俳
諧
は
、
年
に
二
回
、
月
花
の
会
を
そ
れ
ぞ
れ
催
し
、
ま
た
正
月
に

初
懐
紙
も
巻
く
の
が
前
提
で
あ

っ
崎
。）
実
際
に
は
、
年
に
三
度
の
興
行
は
難
し

か
っ
た
が
、
以
後
五
年
間
は
毎
年
簡
輩
さ
れ
続
け
た
。
そ
の
年
次
と
宗
匠

・
執

筆
を
あ
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

１
、
寛
政
二
年
九
月
五
日
　
　
み本
匠
暁
台
　
執
筆
臥
央

・
五
周

。
百
池

２
、
同
　
　
　
十
月
十
六
日
　
とホ
匠
青
蓬
　
執
筆
百
池

。
臥
央

３
、
同
　
　
　
十
月
十
七
日
　
一示
匠
関
更
　
執
筆
臥
央

・
百
池

４
、
寛
政
三
年
正
月
　
　
　
　
ルホ
匠
暁
台
　
執
筆
百
池

５
、
同
　
　
　
一二
月
十
四
日
　
とホ
匠
青
羅
　
執
筆
不
明

６
、
寛
政
四
年
正
月
　
　
　
　
を示
匠
関
更
　
執
筆
百
池

７
、
寛
政
五
年
正
月
　
　
　
　
占ホ
匠
閲
更
　
執
筆
百
池

８
、
同
　
　
　
四
月
十
四
日
　
とホ
匠
玉
暦
　
執
筆
百
池

９
、
寛
政
六
年
正
月
　
　
　
　
みホ
匠
閲
更
　
執
筆
百
池

１０
、
同
　
　
　
一二
月
二
十
六
日
宗
匠
玉
暦
　
執
筆
百
池

『
二
条
家
御
俳
諮
記
』
に
よ
る
と
、
こ
の
後
寛
政
六
年
か
ら
文
化
八
年
ま
で

「
こ
の
間
十
六
年
中
絶
」
と
あ
る
の
で
、
寛
政
二
年
か
ら
同
六
年
ま
で
を
ひ
と

ま
と
ま
り
と
し
、
第

一
期
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
第

一
期
の
開
催
を
み
る
と
、
創
始
の
年
は
、
暁
台

。
青
羅

。
関
更
が
そ

れ
ぞ
れ
宗
匠
と
な
り
、
続
け
て
第
二
回
ま
で
が
行
わ
れ
た
。
翌
年
は
暁
台
宗
匠

の
初
懐
紙
と
青
羅
宗
匠
の
春
の
会
、
そ
の
後
青
羅
は
没
す
る
。
四
年
は
暁
台
の

病
に
よ
り
関
更
の
初
懐
紙
、
や
が
て
暁
台
が
没
し
て
こ
の
年
は
一
回
の
み
で
終

わ
る
。
し
か
し
青
羅

・
暁
台
亡
き
後
も
二
条
家
俳
諸
は
続
け
ら
れ
、
五
年
は
閲

更
の
初
懐
紙
と
青
轟
門
人
玉
暦
宗
匠
の
夏
の
会
、
翌
六
年
も
開
更
の
初
懐
紙
と

玉
暦
の
春
の
会
が
行
わ
れ
た
。

こ
う
し
て
み
る
と

一
期
は
、
ま
ず
暁
台

ｏ
青
羅

・
関
更
が
順
番
に
宗
匠
を
務

め
、
青
羅
と
暁
台
が
続
い
て
没
し
た
が
、
残

っ
た
関
更
と
、
暁
台

。
青
羅
の
問

人
た
ち
に
よ

っ
て
、
会
は
続
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
二
条
家
俳
譜
の
宗
匠

は
、
最
初
か
ら
暁
台

。
青
羅

・
閲
更
と
決
ま

っ
て
お
り
、
そ
れ
は
宗
匠
が
没
し

て
も
他
門
の
宗
匠
に
譲
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
門
人
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
二
条
家
側
の
判
断
に
よ
り
個
々
に
宗
匠
が
任
命
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
俳
諧
師
側
の
主
導
で
二
条
家
俳
諧
が
執
り
行
わ
れ
て
い
た

か
ら
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
に
は
、
三
宗
匠
と
そ
の
問
下
の
団
結
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

前
掲
の
拙
稿
で
詳
述
し
た
と
お
り
、
二
条
家
俳
諧
は
暁
台
が
蕉
間
中
興
と
俳

譜
の
地
位
向
上
の
た
め
に
二
条
家
に
は
た
ら
き
か
け
て
実
現
し
た
も
の
だ

っ
た
。

初
会
は
、
彼
が
多
く
の
間
人
を
率
い
て

一
座
し
、
役
人
も
彼
の
門
人
が
多
い
。

第
二
回

。
第
三
回
は
宗
匠
は
替
わ
っ
て
い
る
が
、
執
筆
を
は
じ
め
と
す
る
役
人

は
ほ
と
ん
ど
初
会
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
桃
睡
や
芦
涯
と
い
っ
た
暁
台
の
高
弟

は
第

一
期
を
通
し
て
毎
回
出
座
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
二
回
で
は
暁
台
が
匂
花

の
句
を
出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
初
会
だ
け
で
な
く
そ
れ
以
後
も
、
常
に
暁
台
の

影
響
力
が
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
創
始
者
の
暁
台
と
そ
の
一
門
が
あ
く
ま
で



も
二
条
家
俳
諾
の
主
軸
で
あ
り
、
青
羅
と
関
更
は
そ
れ
に
賛
同
し
た
者
で
あ

っ

た
と
み
え
る
。

で
は
尾
張
の
暁
台
が
、
播
磨
の
青
羅
や
、
加
賀
出
身
で
京
に
仮
寓
し
て
い
た

関
更
と
会
し
て
、
二
条
家
俳
諧
に
関
す
る
相
談
が
行
わ
れ
る
機
会
が
あ

っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

寛
政
二
年
よ
り
三
年
前
の
天
明
七
年
、
青
薙
は
京
に
上

っ
た
。
そ
の
時
、
暁

台
も
上
京
し
て
い
た
。
青
羅
は
、
京
で
関
更

・
几
菫

・
暁
台

。
月
渓

・
臥
央

・

五
来
と
そ
れ
ぞ
れ
両
吟
歌
仙
を
巻
き
、
同
年

『都
六
歌
仙
』
と
し
て
出
版
し
て

い
る
。
青
羅
と
開
更
、
開
更
と
暁
台
は
以
前
か
ら
交
流
が
あ

っ
た
が
、
青
薙
が

暁
台
に
会

っ
た
の
は
お
そ
ら
く
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
、
二
条
家

俳
諾
に
つ
い
て
三
者
の
間
で
何
ら
か
の
相
談
が
な
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
い
う
の
は
、
す
で
に
そ
の
三
年
前
の
天
明
四
年
十
月
、
暁
台
は
二
条
家
に
参

殿
し
、
花
の
本
の
称
号
を
受
け
て
い
た
の
で
あ

る

（前
掲
の
拙
稿
参
照
）。
彼

の
中
で
、
二
条
御
殿
に
お
い
て
、
宗
匠
と
し
て
俳
諸
を
興
行
す
る
夢
は
す
で
に

ふ
く
ら
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
京
で
会
し
た
こ
の
二
人
に
、
暁
台
が
自
分
の
夢

を
語
り
、
協
力
を
依
頼
し
た
こ
と
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

暁
台
に
協
力
を
乞
わ
れ
て
、
青
轟

。
関
更
は
賛
同
し
、
寛
政
二
年
の
二
条
家
俳

諸
が
実
現
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
な
ぜ
暁
台

。
青
羅

。
関
更
な
の
か
。
こ
の
三
人
の
共
通
点
を
探
す
と
、

次
の
よ
う
な
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
蕉
門
で
あ
り
、
芭
蕉
崇
敬
の
念
が
強
く
、
そ
れ
ま
で
も
盛
ん
に
芭
蕉
顕

彰
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
者
共
京
俳
人
で
な
く
地
方
俳
人
で
あ
り
、

か
つ
京
俳
壇
に
関
心
が
あ
り
、
京
に
仮
寓
、
あ
る
い
は
し
ば
し
ば
行
き
来
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
京
に
結
び
つ
き
を
持
ち
な
が
ら
蕉
風
復
古
運
動
を
展
開
し
て

き
た
、
地
方
の
、
あ
る
い
は
地
方
出
身
の
蕉
門
俳
人
た
ち
、
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
京
の
二
条
家
で
行
わ
れ
る
二
条
家
俳
諮
だ
が
、
暁
台
は
京
俳
壇
の
宗
匠

た
ち
に
は
賛
同
を
求
め
ず
、
こ
う
し
た
自
分
と
同
じ
く
地
方
の
蕉
門
俳
人
を
協

力
者
に
選
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、　
コ
一条
家
御
俳
諾
記
』
の
記
事
で
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
寛
政
五

年
の
芭
蕉
百
回
忌
に
際
し
て
の
正
風
宗
師
追
号
と
追
善
俳
諧
に
つ
い
て
で
あ
る
。

「寛
政
五
年
丑
四
月
に
芭
蕉
に
正
風
宗
師
と
御
追
号
下
さ
れ
、
且
御
額
ヲ
御
寄

付
被
遊
。
但
義
仲
寺
と
東
山
芭
蕉
堂
と
ニ
ケ
所

へ
給
る
。
且
御
挑
灯
御
幕
御
寄
付
。
」

と
あ
る
。
芭
蕉
に
正
風
宗
師
の
追
号
が
下
さ
れ
、
義
仲
寺
と
芭
蕉
堂
に
額
が
寄

付
さ
れ
た
。
そ
し
て
義
仲
寺
に
お
い
て
百
回
忌
追
善
俳
諧
が
行
わ
れ
た
の
で
あ

る
。　
コ
一条
家
御
俳
諾
記
』
に
は
、
追
号
の
文
書
と
御
朱
印
が
書
き
写
さ
れ
、

会
の
次
第
も
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
来
二
条
家
俳
譜
と
は
別
な
の

だ
が
、
二
条
家
俳
諧
の
一
環
と
い
う
意
識
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

芭
蕉
百
回
忌
の
追
善
俳
諸
は
、
各
地
で
行
わ
れ
た
。
義
仲
寺
に
お
い
て
は
、

重
厚
主
宰
、
蝶
夢
後
見
で
執
り
行
わ
れ
、
四
月
十
日
か
ら
三
日
間
の
奉
扇
会
で

俳
諧
百
五
十
巻
が
巻
か
れ
て
い
る
。
二
条
公
よ
り
発
句
を
戴
い
て
巻
か
れ
た
の

は
そ
の
一
つ
で
あ

っ
た
。
関
更
が
二
条
公
に
代
わ
っ
て
御
代
香
を
つ
と
め
、
執

詠
使
月
居
、
宗
匠
重
厚
、
執
筆
五
芳
、
主
事
其
成
、
補
助
白
黛
、
参
衆
と
し
て

は
簿
耀

。
右
稲
ら
免
許
を
得
た
人
々
が
集

っ
た
と
あ
る
。
宗
匠
の
重
厚
は
別
に

し
て
他
の
役
人

・
連
衆
は
、
ほ
と
ん
ど
二
条
家
俳
諧
そ
の
ま
ま
の
顔
ぶ
れ
で
あ

る
。
現
に
二
日
後
の
四
月
十
四
日
に
二
条
家
で
行
わ
れ
た
二
条
家
俳
譜
は
、
玉

暦
が
宗
匠
で
、
連
衆
は
旧
青
薙
門
の
播
磨
の
俳
人
が
中
心
と
な
り
、
右
稲

・
月

居

。
開
更

。
百
池

・
五
芳

。
不
木

・
其
成
ら
が
加
わ
っ
て
お
り
、
十
二
日
の
義

仲
寺
に
お
け
る
追
善
百
韻
に

一
座
し
た
連
衆
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
播
磨
の

玉
暦
は
、
お
そ
ら
く
奉
扇
会
と
二
条
家
俳
諸
の
両
方
に
出
座
す
る
べ
く

一
門
を

率
い
て
上
京
し
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
本
来
は
花
の
会
と
し
て
三
月
に
行
わ
れ
る



二
条
家
俳
諧
が
こ
の
年
は
四
月
に
な

っ
て
い
る
の
も
、
奉
扇
会
に
合
わ
せ
た
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
、
奉
扇
会
と
二
条
家
俳
詰
と
芭
蕉
百
回
忌
が
三
位

一
体
化

し
て
行
わ
れ
た
感
が
あ
る
。

会
型
』
、っ
潮
赫
姜
］
華
囃
れ
に
律
華
罐
¨
硼
は
確
″
濤
悧
¨
ゆ
躊
帯
岸
崚
耐
『

蝶
夢
、
重
厚
、
関
更
と
い
っ
た
地
方
蕉
門
の
宗
匠
が
中
心
に
な

っ
て
行
わ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。
暁
台

。
関
更

。
青
羅
が
中
心
と
な

っ
た
二
条
家
俳
諧
も
、

地
方
蕉
門
に
よ
る
行
事
で
あ
り
、
両
者
が
結
び
つ
く
の
は
不
自
然
な
こ
と
で
は

な
か

っ
た
。
二
条
家
は
、
二
条
家
俳
譜
独
自
の
芭
蕉
百
回
忌
は
行
わ
ず
、
そ
れ

ま
で
定
例
化
し
て
行

っ
て
き
た
芭
蕉
追
善
行
事
を
顕
彰
す
る
と
い
う
形
を
と
っ

た
。
つ
ま
り
花
供
養
を
行

っ
て
き
た
芭
蕉
堂
と
、
奉
扇
会

・
時
雨
会
の
義
仲
寺

に
額
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
奉
扇
会
と
二
条
家
俳
諧
が
芭
蕉
百
回
忌
の

も
腱
颯
齢
］
」
に

「 のか
ド
に
ゆ
師
卿
嘲
¨
醐
瀞
「
』
よ っ
な
費
、
ほ
臓
げ
死
後
、

京
の
都
市
系
俳
壇
は
急
速
に
地
方
蕉
門
に
接
近
し
、
や
が
て
俳
壇
の
統

一
を
迎

え
る
。
そ
の
論
考
に
お
い
て
、
田
中
氏
は
す
で
に
二
条
家
俳
諧
と
芭
蕉
百
回
忌

に
も
ふ
れ

「
両
者

（都
市
系
諸
俳
壇
と
地
方
系
蕉
門
俳
壇
）
の
間
隔
が
次
第
に

狭
ま
り
、
二
つ
の
流
れ
が
い
つ
か
均
質
化
さ
れ
、　
一
つ
に
な
る
。
そ
の
合
流
点

に
二
条
家
の
賜
号

。
追
号
と
芭
蕉
百
回
忌
が
位
置
す
る
こ
と
と
な
る
。
」
と
位

置
づ
け
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
論
の
上
に
立
つ
時
、
俳
壇
統

一
の
潮
流
の
前
段
階

と
し
て
地
方
蕉
門
俳
人
の
活
動
の
合
流
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
暁
台
と
青

羅

。
開
更
の
一
門
に
よ
る
二
条
家
俳
諧
が
そ
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
条
家
俳
諧

と
奉
扇
会
と
の
合
流
に
よ
り
芭
蕉
百
回
忌
は
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

二
条
家
俳
譜
に
初
会
か
ら
関
わ

っ
て
き
た
其
成
に
よ

っ
て
書
か
れ
た

『
二
条

家
御
俳
諸
記
』
は
、
二
条
家
俳
諸
に
つ
い
て
多
く
の
事
を
教
え
て
く
れ
る
。
儀

式
の
よ
う
な
形
式
的
な
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
目
的
や
意
義
と
い

っ
た
こ

と
も
こ
れ
に
よ
り
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

記
事
は
、
そ
の
後
も
書
き
継
が
れ
て
文
政
八
年
の
二
条
家
俳
諮
に
至

っ
て
い

る
。
筆
者
の
其
成
は
、
翌
年
の
文
政
九
年
も
知
事
を
務
め
て
、
十
年
か
ら
そ
の

役
を
其
篤
に
譲

っ
た
。
お
そ
ら
く
そ
の
頃
に
没
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
二
条
家
俳
諸
自
体
は
さ
ら
に
そ
の
後
も
続
い
て
幕
末
ま
で
行
わ
れ
、

文
久
二
年
の
開
催
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
中
断
は
あ

っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ

だ
け
長
く
続
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
関
係
し
た
俳
人
た
ち
の
支
持
と
努
力
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
考
察
を
進
め
て
行
け
ば
、
幕
末
ま
で
に
多
く
の
こ

と
が
把
握
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

注（
１
）

そ
の
創
始
に
至
る
経
緯
は
、
拙
稿

「
二
条
家
俳
譜
の
創
始
と
暁
台
」
合
連
歌

俳
諸
研
究
』
九
十
）
に
お
い
て
述
べ
た
。

（
２
）

同
資
料
に
つ
い
て
は
、
野
田
千
平
氏

「買
夜
時
代
の
暁
台
と
津
島
神
島
連
」

∩
金
城
学
院
大
学
論
集

・
国
文
学
編
」
二
〇
）、
「暁
台
と
二
条
家
俳
諸
」
合
さ

る
み
の
』

一
五
）
参
照
、
と
も
に

「近
世
東
海
俳
壇
の
研
究
』
所
収
。

（
３
）

『
銅
駐
御
殿
御
俳
諮
名
録
』
で
は
三
十
四
名
、

『翁
草
』

『俳
事
随
筆
』
の

座
席
の
図
で
は
三
十
名
だ
が
、　
コ
一条
家
御
中
興
御
殿
之
俳
譜
』
の
百
韻
を
見

る
と
明
ら
か
に
三
十
五
名
が
一
座
し
て
い
る
。

（４
）

筆
者
の
其
成
が
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
こ
の
二
点
の
免
状
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
も
ち
ろ
ん
宗
匠
暁
台
宛
の
免
状
も
あ
り

「暁
台
ハ
左
方
卜
有
。
外
ハ
宜
為

此
道
宗
匠
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
其
成
は
、
初
会
の
句
会
に
は
一
座
し
て
い

な
い
。
彼
は
御
俳
諸
書
林
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。



（
５
）

『俳
事
随
筆
』
所
収
、
八
月
二
十
日

（寛
政
二
年
）
付
、
白
図
ら
宛
暁
台
書

簡
に

「明
年
よ
り
月
花
之
御
会
年
内
両
度
表
向
御
興
行
、
正
月
御
文
台
開
き
と

申
御
し
ら
べ
に
御
座
候
」
と
あ
る
。
前
掲
、
野
田
千
平
氏
紹
介
。

（６
）

富
田
志
津
子

「
二
条
家
俳
諸
一
覧
」
（大
阪
俳
文
学
研
究
会

『会
報
』
二
九
）

参
照
。

（
７
）

重
厚
は
二
条
家
俳
諾
に
召
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
二
条
家
よ

り
宗
匠
の
免
状
を
受
け
た
。

（
８
）

田
中
道
雄
氏

「蝶
夢
の
俳
壇
登
場
を
め
ぐ
る
諸
問
題
　
下
ノ
一
」

合
語
文
研
究
』
三
〇
）

（
９
）

『
連
歌
俳
研
諸
究
』
五
〇

付
記

『
二
条
家
御
俳
諮
記
』
の
翻
刻
を
許
可
さ
れ
た
大
阪
女
子
大
学
附
属
図
書
館
に

は
深
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
日
中
道
雄
氏
か
ら
は
、
同
書
の
所
在
の
ほ
か
、
多
く
の
ご
教
示
を
得
、

野
田
千
平
氏
よ
り
も
、
資
料
を
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
も
に
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

―
―
本
学
助
教
授
―
―


